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　　　　　　　　　　両 生 類 の 並 体 癒 合 に み ら れ る 器 官 分 化 III

　　　　　　　　　　　　　　　 小 林 　 晶　伏 分大
・
学 芸 ・生）

，
一
　
．t イ 妙 。 シ 。 ウ オ 莇 を ・畷 （me；li・灘 ・

） で 錐 購 ・ た ・ 齢 型 躇 通 の   部 で 嚥 合 と ・

互 蹐 部 。 接麺 を もつ もの ， 韻 1・ 齷 で 攝 ・ た もの の 三 頻 あ ・ ・
53 ； で 齪 し 洛 鵬 畍 化’発

育な三 型 。 つ 。 ・ ・ 車撫 ・ た ．剛 ・難 舘 ・ ・ち ・ 蜷 竕 化
・発 育 ・み る と・黼 型 の もの 騎 索 欠

鏃 鉛暮藁纜 纛繕 叢 畿暼斈趨鋳驚・蝦謬響瓢翳鰍毒難 湾
又 ， 前勝 中躑 が 潭 的 ・ 睇 ・騰 な く沖 跏 雛 醗 欝 蜘 嬲 緲 質・量 と もに 辮 授 け

て 鵜 ， とは 誕 卿 寺の 2贓 で は欝 域 の 内 髏 の 部 域 化 が 未確 定驚 る ・ とを 乱 て 泌 と離 て い る・

問 雛 の 笳 ・ 蹐 索 ・ 存在 だ け b・i問題 ・考 ・ … 顎 ・ み ・ ・瓣 嶺 板 と も関係が あ る よ うに 思 わ

　 れ る が ，こ の 点 ど う考 え るか 。 （高谷　博 冫

答 首贓 そ の もの ば か 購 索が 骸 の 黼 縱 ・ て 二 次的 ・ 麗 の 分化 に 関附 る と思 う慨 節 購 鯉

，罐 藪 比 べ た 、 き さ し て 量的 眇 な い ・翫 … 軌 双 憎 囎 の 辮 の ・ くな い こ とか ら 騨 分

　化 に あ ま り意 義 を もた ない か と思 うが ，断言 し か ね る。

　　　　　　　　　　チ オ尿素に よる渦 虫眼 色素 消失に対するヨ ードの 影響

　　　　　　　　　　　　　　　　岸 田　嘉
一　（金沢大

・理 ・生）

融 塑
．
尿素 で 雌 謁 と，初 艶 素 ・鞘 失 す る＄ ttSU・c 二 三 の 確 都 よつ て 鞴 さ れ て 幡 が ・

演 z 、｛t チ オ 麟 瞰 度 を湘 し た飜 中 で 眼 醺 硝 失が著し く雌 さ 矛・ 櫛 蜆 凱 た・購 諢 〜

2，℃ の 温度 で チ 、
一
尿 素 ・．1％ ，　 liil一

度 ・．・  5％ 胎 獗 に ， 無性系 の ・… 群 ・で・ ・一 伽 ！瞳 鯖 す る と

、〜、 日輾 色 勲 全 く激 す る が ，
・．・％ チ オ 尿素 嚇 の 鮪 で は・硼 色素が消失 す る 麺 に は ’5〜2°　B ，

。，，％ チ 褓 讃 も 1・＿15・ He 要 し た．・ の 黝 で 蹴 獅 の ・
・
褓 隷 度 を ゜・’％ と號 が ・瀬 灘 チ

褓 熱 鏑 下 し ， 沃飜 の 艶 鞘 え ，鞭 灘 反贓 示 さな くな つ た 瀧 適 当 断 す め て 用 晩 駘 に

も． 嬾 で は チ 。 朧 灘 が齢 て うす 嘩 もか か わ 砂 艶 素 蛸 知 ・ め ・｛糊 は 弧 そ 轍 沃

度 とチ 颯 素醗 合。 咄 敷 物 麟 融 の 艶 勲 激 せ し め た と離 らオ・る・ ・ の 艶 素硼 知 昵

卿 蠏 ，云 ・ よ り艶 醐 の 議 飆 は る も の で あ ・ 施 譲
一チ オ 尿素 は艶 素塊 を ＆・ El・せ し め る

た 擁 勤 嬲 舳 つ もの と思 わ れ る．次・・ 羅 讎 撒 唖 切 段階 ・・ あ る渦 虫 を雛 麟 とい イ デ ン

川 。 氏一s’　 1’キ 。 り 。 ．跡 ・ ・ で 染 色 し て 齷 し た堰 鱇 が や や 小 さ くな つ た も の で は 艶 鯉 か

部 が 絶 鯉 絶 勲 と な つ て 醸 層 を 劫 色 黜 知 趙 縄 絏 を認 め う る もの もあ る e
　v“zz”の 散

乱騾 蠍 鵬 内 、。 獅 ・ 〈 ・、） る 。 瑚 細蟹 の ・ehk ・lbe・ で は K ・ lb・ np1 ・tt・ が 轆 変形 し て い る 沸 ん

ど眼 色素 を失 つ た もの で は 鱗 紐胞 は存在 せ ず ・K ・1b・ npl ・・t・ も失 わ オして V’　5 ・

　以 上 麒 察 か ・， ，　 bi度 チ オ 腓 灘 … 艶 素塊 は散乱 し 識 乱色； は騨 ・・呶 さ嚇 泄 さ tu6 もの と

思 bt 、る．． 嬾 准 素絏 恥 ・・h・・lb・ n の 鹸 饌 赫 ら 嫉 … 騾 嗷 乱 と之等 と の 間の 関 融

　つ い て は 今後 の 検 討 を要 す る。

　　　　　　　温 度 処 理 に よ る イ モ リ 胚 の 重 複 　 渡辺 聰 子 （甲南 大 ・理 ，

　　‘ モ リ曝 緬 （鬮
．市川の ・・．18）は ，

… ℃ ，・ … h −一・吟 曜 度 ・ ・ ッ ク t・ よつ て 双 臓 贓 飼 能

な離
一

縛 の 絵 で 黠 し た．・ の ” kfRN ・… ク を謝 と赫 が 難 ・ なつ た 胚 移 数 生 じ る・中 で

も礫 甑 沿つ て 瘤齢 醜 樋 作 る野 極 め て 多 い ．雖 髄 を行 つ t・ gce・・ の 麟 離 で は ve「wの 神

酬 織 飜 。 懸 曜 位 で は 過 剰 の 脊索 が 微 さa・t ・L・・る駘 が 多 か つ た ・d ・ 囎 隷 灘 され た購

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （16 ）
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